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【緒言】	
 

誘電体のコア上に金属のシェルを有するコアシェル型粒子は金属ナノ構造に由来する表面プラズモン

共鳴を利用することによって、プラズモニック材料や表面増強ラマン散乱の基材などへの応用が期待

される。本研究ではポリスチレンのコア、末端を官能基化したポリブタジエンのシェルを有するコア

シェル型粒子に金ナノ粒子を吸着させることによって金ナノ粒子をシェル内部に導入・配列できるこ

とを見出した。また、コアシェル型粒子のシェルの厚みに応じて金ナノ粒子の配列を制御し、表面プ

ラズモン共鳴の制御にも成功した。	
 

【実験】	
 

末端をアミノ基化した 1,2-poly (butadiene) (PB-NH2, Mn =1,700, Mw/Mn =1.11)および polystyrene (PS, Mn = 

12,400, Mw/Mn =1.06)をテトラヒドロフラン(THF)に溶解した（濃度 1.0 g/L）。各ポリマー溶液を 0.5 mL

ずつ混合した溶液に超純水 1 mLを滴下し、THFを蒸発させることによってコアシェル型ポリマー微粒

子を得た[1]。ポリマー微粒子の水分散液にクエン酸還元で合成した金ナノ粒子(粒子径 10 nm)を混合し

た(Fig.1(a))。1時間静置した後、OsO4水溶液を加えて PB-NH2を架橋した。作製したコンポジット粒子

の薄膜切片（厚み 100 nm）を作製し、透過型電子顕微鏡(TEM)で観察した。	
 

【結果と考察】 

作製したコアシェル型ポリマー粒子の ζ電位は+50.3 mVであり、ク

エン酸還元で合成した金ナノ粒子を混合することによってヘテロ

凝集した。金ナノ粒子吸着後のポリマー粒子の断面 TEM 像

（Fig.1(b)）より、PS のコア（灰色）を OsO4で染色された PB-NH2

のシェル（濃灰色）が覆い、PB-NH2シェル内部には金ナノ粒子（黒）

が分散していることが観察された。ガラス転移温度が室温より低く、

粘性が低い PB-NH2 のシェル表面に吸着した金ナノ粒子は PB-NH2

のアミノ基と金ナノ粒子間の静電引力を駆動力としてシェル内部

に取り込まれたと考えられる。金ナノ粒子の粒子径やシェルの厚み

を制御することによって、金ナノ粒子の表面プラズモン共鳴を制御

することも可能であった。詳細については当日発表する。 
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Fig.1 Schematic illustration of 
composite particles formation (a), 
and cross-sectional TEM image 
of composite particles (b), 
respectively. 
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